
  3３ th Program  

             

 

  平成２８年１１月１２日 メルパルク京都 【６Ｆ会議室Ｃ】 

 

 

■ 14：45 会の辞  兵庫県立尼崎総合医療センター 循環器内科 

吉谷 和泰 

 

■ 14：50～15：50 

 一般演題 ＜Ⅰ＞    

 ※一演題につき１5分（口述時間 10 分/質疑応答 5分） 

 座長 中野 智彰【大阪警察病院 循環器内科】 

 

Ⅰ-A『 ミニ電極で fractionated accessory pathway potential を認め得た、前

中隔副電路を介した房室回帰性頻拍の一例 』  

兵庫県立尼崎総合医療センター 循環器内科 吉谷 和泰 

 

Ⅰ-B『 Maze 術後の心房頻拍に対して二つの回路を同定しえた一例 』 

京都大学医学部付属病院 循環器内科 相澤 卓範 

 

Ⅰ-C『 左房後壁を含めた拡大肺静脈隔離後に左肺静脈 carina 部位のみに再伝導

が確認された再発症例 』 

     天理よろづ相談所病院 臨床病理部 杉村 宗典 

     

Ⅰ-D『 クライオアブレーションにて横隔神経刺激モニタリングが無効であった１

例 』 

      神戸市立医療センター中央市民病院 臨床工学技術部 佐藤 純 

 

 

 

■ 15：50 ～ 16：00 休  憩（10 分） 

 

 

第 33 回京滋奈良ハートリズム研究会プログラム 



■ 16：00 ～ 17：00 一般演題 ＜Ⅱ＞ 
座長 花澤 康司【日本赤十字社和歌山医療センター 循環器内科】 

 

Ⅱ-A『 リエントリー性の機序が疑われ、2nd session で大動脈冠尖から治療し得

た His 束近傍起源心室頻拍と心房細動の 2重頻拍の 1例 』 

国立病院機構 京都医療センター 循環器内科 安 珍守 

     

Ⅱ-B『 前壁の Low voltage zone 焼灼中に洞停止を来した症例 』 

奈良県西和医療センター 循環器内科 藤本 源 

     

Ⅱ-C『 粘液腫・僧帽弁形成術・心房中隔欠損症に対する術後に多彩な心房頻拍を

来した一例 』 

      兵庫県立尼崎総合医療センター 循環器内科 宮崎裕一郎 

 

Ⅱ-D『 Koch`s triangle に atrioventricular nodal bypass tract の局在を確認

できた the Lown-Ganong-Levine syndrome の一症例 』 

彦根市立病院 循環器科 綿貫 正人 

 

 

     

■ 17：00～17：10 休  憩（10 分） 

■ 17：10～18：10 特別講演   

                    座長／吉谷 和泰 【兵庫県立尼崎総合医療センター】 

 

 

 

■ 18：15～20：00 情報交換会 ・ 機器メーカー展示会    

 

                 メルパルク京都 【６Ｆ会議室Ｄ】 

 

 

 

 

 

『EPS 温故知新 Return』 
 

東京女子医科大学 循環器内科 

庄田 守男 先生 


